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＆核医学的検査によりOccult　Lung　Cancerを描出

　　できた1例
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　胸部断層，CT画像上異常を認めず，気管支鏡下の

組織診にて扁平上皮癌と診断されたoccult　lung　cancer

に対し，99mTc－MIBIと「OITIを用いた2核種同時検査

により，原発巣を描出できた1例を経験したので報告

する．nOiTlシンチグラフィでは左肺門部に早期像，

後期像共に異常集積を認めた．99mTc－MIBIでは早期像

で左肺門部にごく淡い集積を認めたが，後期像では

washoutされた．

　喀疾細胞診で陽性であるが胸部単純写真，CT，さ

らに高分解能CT画像でも病巣の局在が困難な症例に

対し，核医学的検査で陽性描画できる可能性もある．

9．9“mTc－GSAによる肝機能指標LUI5に対する基

　礎的検討一ファントム実験を中心に一
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　99tnTc－GSAによる肝機能指標LU15に対する基礎的

検討を行った．99’nTco4－185　MBqの投与前後のカウ

ントを計測し，肝臓ファントムのみ，および体幹容

器を装着し，水の量で肝臓ファントムと体幹容器の

距離を変えて計測した．体表から肝臓までの距離が

大きくなるに従いtotal　injected　doseに対する計数率

の比は低下し，臨床的にはLU　15が45．5％を超える

可能性は乏しいことが推測された．肝機能正常例7例

のLU　15値はファントム実験を裏付けるものであっ

た．測定系に関する誤差については他施設との著し

い差異は認められなかった．

10．肝volume・CTおよび9s＞mTc・GSA　scintigraphyに

　　よる術後残存肝機能の術前予測の評価およびそ

　　の比較について
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　対象は肝切除が施行された肝腫瘍16例（肝細胞癌

14例，肝血管腫1例，転移性肝癌1例）で，肝機能

の指標にはKiCGを用いた．術後のKICGと比較して

99tnTc－GSA　scintigraphyによる術後のKtcGの予測値の

ほうがvolume　CTによる予測値よりも強い相関がみ

られた．術前および術後のKIcGとKGsA（99mTc－GSA

scintigraphyから求めた肝集積係数）はともに強い相関

がみられた．門脈枝遮断後の肝機能局在の変化につ

いてもscintigraphyのほうがCTよりも正確に反映し

ていると思われた．

11．CT，　MRIにおける肝内区域性異常濃度／信号

　　と99mTc－GSA肝シンチグラフィの対比
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　CTおよびMRIでの区域性の異常濃度／信号異常

と99mTc－GSA肝シンチグラムの関係を検討した．肝内

の区域性異常濃度あるいは異常信号が認められ，

99mTc－GSA肝シンチグラフィと比較検討できた19症

例を対象とした．CT，　MRIとも全肝のdynamic　study

を行っている．99mTc－GSA肝シンチグラムではCT，

MRIで異常濃度／信号の認められる部位について，

planar　imageおよびSPECTの両者において視覚的に

有意の集積低下のある，なしの2段階評価を行った．

また定量的評価としてSPECTで異常領域のカウント

数を健常領域のそれで除した値を求め比較検討し

た．AP　shunt症例ではRI集積低下はなく，門脈血流

低下例では集積が低下する傾向があった．
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